
◆８．オーバーユース◆

■丹
たんざわ

沢をまもるために■　

オーバーユースについてみんなでいっしょに考え、力を合わせて登山道の補
ほしゅう

修などを始め

ました。自然とみんなの使う施
し せ つ

設の両方を大切にする気持ちを広めていきます。

 たった一歩の影
えいきょう

響

丹
たんざわ

沢の森林を歩くとき、たった一歩、登山道からはみだしただ

けでも、こんなに多くの生きものを、踏
ふ

んでいることになります。

（菰
こもつるしやま

釣山山
さんぷく

腹イデン沢
さわ

の森での調
ちょうさ

査より）

丹
たんざわ

沢山地には、年間約 30 万人の登山者がやってきます。とくに利用の多いコースは、

下
しもしゃ

社から大
おおやま

山の山
さんちょう

頂へ行く道、塔
とうのたけ

ノ岳へ行く表
おもて

尾
お ね

根と大
おおくら

倉尾
お ね

根、檜
ひのきぼらまる

洞丸へ向かうツツジ新

道などです。それらのコースでは、登山道が荒
あ

れてしまうなどが問題になっています。

荒
あ

れてしまった大倉尾
お ね

根 整
せ い び

備後の左写真と同じ場所

! !

　登山道が雨水で削
けず

られないよう

に、水を流すみぞ（水切り）を置

きます。

　登山道にウッドチップをしいて

整
せ い び

備をします。

　電気も水道もない檜
ひのきぼらまる

洞丸にあるバイオ

トイレ。微
び せ い ぶ つ

生物の力でウンチやオシッコ

を分
ぶんかい

解します。
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